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令和8年3月5日　品川第一地域センター　発行
電話番号03-3450-2000　ファックス番号03-3450-2026

今号は、特集を3つ掲載しています。
特集1タイトル「イルミネーション　光るのは校舎か、それとも君かin（イン）品川学園」
令和7年12月15日（月）から12月24日（水）のクリスマスイブにかけて、品川学園の桜門（校門）付近でイルミネーションが実施されました！今回２回目の実施となるこのイベントについて、企画団体である品川学園児童生徒会の代表者にインタビューしました！
　インタビューを引き受けてくれたのは、児童生徒会長の長谷川　然（はせがわ　ぜん）さん（8年生）（写真右）と同じく児童生徒会の書記を務める方（6年生）（写真左）のお二人です。
・代表者のお二人
挿入写真１：代表者のお二人の写真

Ｑ１）令和６年に引き続き2回目のイベントとのことですが、開催に至った経緯を教えてください。
Ａ１）（会長）元々は、前々会長のアイデアで出た提案でしたが、実現には至りませんでした。しかしその後、前会長がその意志を継いでこのイベントの企画書を提出し実現させ、さらにそれを私たちが引き継ぐことで今回も開催できました。
・実は外からもチラッと見えます
挿入写真２：品川学園入口の写真

Ｑ２）イベントの準備段階で大変だったことはありますか？
Ａ２）（会長）イルミネーションで使うライトの調達が大変でした。まずは生徒からの寄付を募りましたが、１０００人を超える生徒の中で寄付していただいたのは３人ほどで、中々厳しかったです。そこで、ＰＴＡの方々にも働きかけてお金や物資を寄付していただき、ようやく調達できました。
（書記）規模が大きいので、ライトを取り付ける作業に時間がかかって大変でした。対策として、今年は生徒のボランティアを集めて、１日１時間飾り付けを手伝ってもらったりもしました。
挿入写真３：近距離で撮影したイルミネーションの写真
挿入写真４：光るクリスマスツリーの写真

Ｑ３）開催してみてどうでしたか？反響とかありました？
Ａ３）（書記）はい、実際見た方からは「きれいだった」、「思ったより本格的だった」などの嬉しい感想が多く寄せられました。また、小さなお子様が親御さんと見られてて、親子で「きれいだね～」と言い合っている場面を見た時は、このイベントを開催して良かったと思いました。
（会長）このイベントは準備の時間から既に楽しかったですし、イベント初日の点灯式で生徒や先生方、地域の方々などの多くの方が見守る中、無事にライトを点灯できた時は、先生に褒めていただけて本当に嬉しかったです。イベント全体を通して、自分たちで企画から実施までやったのですごく大変でしたが、その分大きな達成感を得られ、見栄えも良くできたので最高でした！来年以降も続けていきたいです！

Ｑ４）では最後に、このイベントを企画した代表者として区民の皆様に伝えたいことはありますか？
Ａ４）（二人）この冬、品川学園に灯した光を通して人々を笑顔にすることができました。イルミネーションはまた１年後になりますが、皆さんもイルミネーションに負けず、輝き続けてください！
挿入写真５：イルミネーションをバックにした代表者のお二人の写真

関係者以外の方は門の中には入れないため、近くで見ることはできませんが、クリスマスの時期に通りかかった際はぜひのぞいてみてください！オススメです！
挿入写真６：イルミネーション全体の写真
挿入写真７：サンタクロースの飾りの写真
挿入写真８：石像周りのイルミネーションの写真
挿入写真９：校舎をバックにしたイルミネーションの写真

[bookmark: _Hlk223357550]特集２タイトル「～品川蕪通信　Vol.4～」
令和７年１２月２１日（日）、品川第一地区の年末恒例イベント、第１２回 品川蕪品評会が開催されました。年々規模が大きくなりつつあるこの大会、今年は会場を品川神社から聖蹟公園へと移しての開催となり、多くの人が会場に足を運びました。
挿入写真１０：会場全体の写真
挿入写真１１：表彰用のトロフィーの写真
挿入写真１２：エントリーした蕪の写真
挿入写真１３：金賞を受賞した台場保育園の子ども達と森澤区長が交流している様子
厳正なる審査の結果…
　金賞：台場保育園 ◀２年連続！
　銀賞：山谷様（個人）
　銅賞：台場幼稚園
　特別奨励賞：品川学園
こちらの方々が表彰されました！入賞した皆様には
トロフィーが贈られました。おめでとうございます！

また、会場では品川蕪を使った伝統料理「品川汁」がふるまわれ、さらに品川蕪を使って醸造したクラフトビール「しながわカブが上がるエール」の試飲も実施されました。編集者も実際に品川汁とビールをいただきました。品川汁は豆乳仕立ての味噌汁で蕪の甘みが引き立つ優しい味でした。ビールは蕪の甘い風味を感じながらもさっぱりとした味わいで、飲みやすかったです。どちらも非常においしかったです。
挿入写真１４：できあがった品川汁の写真
挿入写真１５：しながわカブが上がるエールの写真
挿入写真１６：調理前の品川汁の食材の写真
挿入写真１７：品川汁の食材を切って鍋に入れた時の写真

品川汁の材料（４人分）
【Ａ】
・品川蕪:150g(5㎜の半月切り)
・お好みの野菜(きのこや人参など):適量
・油揚げ:1/2枚(3㎝の長さに切る)
【Ｂ】
・品川蕪の茎と葉:50g(3㎝の長さに切る)
・長ネギ:1/2本(5㎜の小口切り)
・無調整豆乳:200cc
・鰹だし:500cc
・お好みの味噌:50g

品川汁の作り方
①【Ａ】と【Ｂ】の材料は事前に切っておく。
②鍋に温めた鰹だしと【Ａ】を入れ、火が通るまで煮る。
③味噌を溶き入れ、【Ｂ】を入れて一煮立ちさせる。
④豆乳を加え、1分ほど静かに煮て出来上がり。

特集３タイトル「地区委員会事業実施報告」

見出し１：親子でボウリング大会
令和７年１２月２０日（土）、品川プリンスホテルボウリングセンターにて、ボウリング大会を実施しました！毎年恒例のこのイベントですが、今年もありがたいことに１００名を超える多くの方が参加し、会場は大いに盛り上がりました！
　まず開会の前に、プロのインストラクターによる投げ方のレクチャーが行われ、それを踏まえた練習で感覚をつかみます。その後、会場に駆け付けたサンタクロースによる始球式が披露され、大会はいよいよスタート。低学年・高学年・大人の3部に分かれ、それぞれで個人のスコアを競い合うこの大会、成績優秀者にはトロフィーや賞状の他、アクアパーク品川のチケットやボウリング無料券などの豪華景品が贈呈されました。
　帰りには、サンタクロースから子ども全員にお菓子が配られ、終始笑顔に満ちあふれた大会でした！ご参加いただきありがとうございました。
挿入写真１８：ボウリングを楽しむ参加者の様子
挿入写真１９：会場全体を横のアングルから撮った写真
挿入写真２０：表彰式の様子

見出し２：たこづくり教室・親子たこあげ大会
　品川第一・第二地区の合同事業となるこのイベントですが、今回は定員に対して４倍を超える数の応募があり、地区委員会事業の中でも特に人気のイベントとなりました！２日間の様子をお送りします。

・令和8年1月10日（土）たこづくり教室
会場は品川第一地域センターの第一集会室で、朝から多くの親子が集まりました。この日に行ったのは、和紙や竹ひごを使った丈夫なたこづくり！つまり翌日のたこあげ大会を全力で楽しむための大事な大事な準備の日です。
　今年も地区委員が講師を務め、初めての方でも理解しやすい丁寧な説明のおかげで、参加者は楽しみながら立派なたこを作り上げていました。
　仕上げは自分のたこに好きな絵を描き、オリジナルたこの完成です！
挿入写真２１：親子で協力してたこを作成している様子
挿入写真２２：できあがったたこを披露する子どもの写真

・令和8年1月1１日（日）親子たこあげ大会
会場は株式会社JERA品川火力発電所内の広場。参加者はバスで会場まで移動しました。
　到着し、開会式で注意事項の説明等を受けたら、昨日作ったオリジナルたこを持ってスタート！
　当日は、強風のため多くの参加者が苦戦を強いられる中、コツをつかんで上手く飛ばしている子もいて、「将来有望だな…」と感心しました。　
　また、株式会社JERA様協力のもと、希望者は特別に火力発電所内を見学でき、発電所の構造や発電の仕組みについて学ぶことができました。
　貴重な経験をたくさん積むことができた2日間でした！
挿入写真２３：たこをあげようと奮闘している子どもの写真
挿入写真２４：たこあげ大会会場全体の様子

地域情報ニュース「品川しゅく」第161号の内容は以上です。

